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Ⅰ．緒言
　看図アプローチとは，看図作文研究の成果

を取り入れた授業づくりの方法である（鹿内

2015a）。看図作文は，中国で行われている作文

指導の方法である。これは，文字通り絵図（ビジュ

アルテキスト）をみて作文を書いていく方法であ

る。鹿内は，看図作文に，現代的な学力のひとつ

であるビジュアルリテラシーを育成していく方法

としての可能性を見出した。そこで，中国で行わ

れている看図作文に改良を加えて，ビジュアルリ

テラシーを育成する方法となる「新しい看図作文」

を考案し，その普及にも努めてきた（例えば鹿

内 2003,2010,2014）。さらに「新しい看図作文」

研究で蓄積された研究成果を活用して「看図アプ

ローチ」という授業づくりの方法も開発している

（鹿内 2015a）。

　看図アプローチとは絵図・写真・グラフ等のビ

ジュアルテキストを読み解き，読み解いた内容を

発信していくプロセスを含んだ授業づくりの方法

である。看図アプローチは，有効な協同学習ツー

ルになる（鹿内 2015a）。

　筆者は，両親学級などの地域活動や看護教育の

場面で看図アプローチを用いた協同学習を実践し

ている。本稿では，筆者の実践をもとに発表した
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概　要
　「見ること」と「協同学習」を組み合わせた看図アプローチの授業は，学習者の能動性を高める。こ

れにより，認知・情意・技能目標の達成も促進される。看護教育において ｢見ること｣ や ｢協同学習」

が貢献できる余地は大きい。看図アプローチの授業は「変換・要素関連づけ・外挿」「ものこと原理」

等で構成される。個人思考で得られた情報をもとに対話・協同学習することで，その意味づけは格段に

広がり，深まる。学生は自ずと看護の視点で考えるようになる。自ら学び続ける主体性をった看護師を

養成するためにもメリットが大きい。近年，看図アプローチを学ぶ研修会にたくさんの看護教員が参加

している。今回実施した研修会のプレ・アンケートから，看護教員たちは，看図アプローチを「自分の

授業に取り入れたい」「看護教育にどのように活用したらいいのかを知りたい」等と思っていることが

うかがえた。そこで，研修会では実際に看図アプローチを体験してもらい，様々な活用法を紹介し，看

図アプローチが強力なアクティブラーニングツールになることを理解してもらった。さらに，オンライ

ンを活用したアンケートを実施した。その結果も合わせて報告し，看護教育における看図アプローチの

効果を考察する。
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ケートの結果を報告する。そこから，看護教育に

おける看図アプローチの効果を実証することを目

的とする。

Ⅱ．研修会の実際

Ⅱ－ 1　研修会の課題と目的
　研修会の目的は，看護教育に看図アプローチを

活用した取り組みを紹介することである。そして，

これらの取り組みが学生の学習にどのような効果

があったかを考察することである。

Ⅱ－ 2　参加者等
　参加者は，2019 年 3 月「協同学習を用いた看

護教育研修会」および同年 8 月「日本看護学教

育学会学術集会・交流セッション」に参加した看

護教員である。尚，オンラインによるアンケート

は日本看護学教育学会学術集会交流セッション

（以後，研修会と表記する）に参加した看護教員

33 名の集計結果である。アンケート結果の公表

については，事前に参加者に説明を行い，承諾を

得ている。

Ⅱ－ 3　アイスブレーク
　研修会に参加したメンバーは，その日に初顔合

わせとなるため，まずはアイスブレークを兼ねた

自己紹介を行った（スライド 1 参照）。1 グルー

プ 4 人となるように椅子を配置し，学びの場づ

くりの配慮をした。安永（2019）の方法を参考

にして，個人思考 30 秒のあと，ラウンドロビン

（集団思考）により 3 分間行った。このような学

びの場づくりをすることで，学びの環境を整えた。

　アイスブレークのあと，以下の 2 点について

確認した。1 つ目は，傾聴を意識することによっ

て発言者の自己効力感と高揚感が高まり，他の人

は理解がより促されることについて（スライド 2

参照）。2 つ目は，知識の構造とその関連づけの

有効性についてである（スライド 3 参照）。

スライド 1

スライド 2

スライド 3

Ⅱ－ 4　看図アプローチワークショップ
　まず，看図アプローチにおける情報処理の基本

を体験してもらった。「よく見てください」と指

示しても学習者たちはビジュアルテキストをよく

見ることはできない。どこをどのように見たらい

いのか学習者たちはわかっていないからである。

学習者に「よく見て」ほしいなら「よく見る活動」

を導く仕掛けを用意しておかなければならない。

この仕掛けは適切なビジュアルテキストと発問や

指示でつくる。（鹿内 2010,pp.2-7）
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Ⅱ－ 4－ 1　「ふろしき」絵図の読み解き
　ビジュアルテキストをどうすればよく見ること

ができるのか，どうすれば読み解くことができる

のか学んでいく。「ふろしき」絵図（図 1）を用い，

次のような手順でワークショップを行った（スラ

イド 4 参照）。このワークショップは第一筆者菊

原が担当した。

図 1　ふろしき

【発問①】どんな「もの」が描かれていますか。

　これはビジュアルテキストの中に描かれてい

る，または写っている「もの」を言葉に置き換え

る活動（変換）である。例えば「手」「ふろしき」

などである。シンプルな発問だが学習者の主体的

学びを誘発し，且つ学習者を動機づけることがで

きる。

【発問②】どんな「こと」が描かれていますか。

　これはビジュアルテキストを構成している諸要

素（変換した「もの」）を相互に関連づける活動

である。「こと」には 2 種類ある。ひとつは「ふ

ろしきの中に箱がある」といった見たままの事実

の「こと」（要素関連づけ）。もうひとつは「ふろ

しきをほどいている」「ふろしきを結んでいる」

といった，ビジュアルテキストの中に描かれてい

る，あるいは写っていることを超えて発展的に考

えた，想像が含まれる「こと」（外挿）である。

このように「もの」と「こと」を区別する情報処

理を，鹿内らは「ものこと原理」とよんでいる。

　ワークショップでは「見たままの事実」を言う

学習者もいれば「発展的に考えた，想像が含まれ

る」内容を言う学習者も出てくる。看護教育にお

いては目の前の事実を的確にとらえることはもち

ろん，事実を超えて推測することも必要となって

くる。看図アプローチにおけるビジュアルテキス

ト読解活動を導入すると，学習者の活発な議論や

学びを引き出していくことができる。また，看図

アプローチにおけるビジュアルテキスト読解活動

では，対立意見が出ても「絶対違う！」と批判し

合うことがなく，「ああ，なるほど」と感心して

受け入れる学習者がほとんどであることも良いと

ころである。多様な見方ができることを多くの学

習者は楽しんでくれる。

スライド 4

Ⅱ－ 4－ 2　「飛行機」写真の読み解き
　このワークショップは第二筆者宇治田が担当し

た。「ふろしき」と同様の手順で行った。（スライ

ド 5 参照）

スライド 5
（編集委員会注 ; この写真は本研究会 HP からダウンロードが可能です）

【発問①】 どんな「もの」が写っていますか。

8 個書き出してください。

　この発問により変換（個人思考）を行わせる。

その後ラウンドロビンによりグループでシェアリ

ングしてもらう（集団思考）。

【発問②】

この飛行機は離陸するところでしょうか？

着陸したところでしょうか？そのわけは？
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　この発問により要素関連づけ・外挿を行わせる。

シェアリング内容については割愛する。看護教育

におけるこのワークの意義は，みる力の育成，ア

セスメント力の育成，コミュニケーション力の育

成などである。以上のようなビジュアルテキスト

読解の基本を理解してもらった上で，さらに，看

護教育におけるリスク感性の育成にもつなげてい

きたい。そこで，次のような実践紹介を行った。

Ⅱ－ 4－ 3　実習における看図アプローチの活用
例の紹介

実習前オリエンテーションでの活用

 【学習者等】A 大学（看護学科）第 3 学年

　　　   6 人 1 グループ／看護実習室にて

 【対象科目】領域実習（小児看護学実習）の

                     事前オリエンテーションとして

 【実施時期】実習開始の前週

　前年度までは，ベッド柵の確認などを自己学習

しておくように指示していた。しかし，実習中に

ベッド柵の確認を忘れる学生が多かった。そして，

実際に子どもが椅子から転落するインシデントが

起きてしまった。そのため，この学年の菊原が担

当した学生については実習開始前に，飛行機の写

真読解とベッド周囲を囲んだオリエンテーション

により事前学習することにした。

　写真 1 のような状況を設定した。単に「この

シーンに潜む危険を考えてみましょう」と聞かれ

ても学生たちは何をどのように考えたらよいかわ

からない。主体的で多様な読み解きを促すため，

学生らに小児用ベッドを囲んでもらい，「ものこ

と原理」を活用して読み解きを行った（スライド

6 参照）。読み解きの詳細等に関しては割愛する。

写真 1

スライド 6

実習病棟オリエンテーションでの活用

 【学習者等】A 大学（看護学科）第 3 学年

      6 人 1 グループ／ A 病院小児病棟にて

 【対象科目】領域実習（小児看護学実習） 

 【実施時期】平成 30 年 5 月～ 11 月

　実習初日，病棟を案内しながら，学生に「どん

なものがあるのか」（変換）発問をし，ラウンド

ロビンで共有した。その後，「どんなことが起こ

るのか」「それは何故なのか」を聞いた。例えば，「病

棟入口の取手が高いところにある」という気づき

に対しては「子どもが勝手に病棟の外に出てしま

うかもしれないから」等，理由について考えた。

その他「出入り口がきちんとしまっているか確認

する」という意見が出るなど，臨地の場面におい

ても学生の気づきをもとにした活発なカンファレ

ンスを行うことができた。

© 菊原美緒
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Ⅲ．臨地実習での成果
　ここまで，看図アプローチにおけるビジュアル

テキスト読解法の活用例について紹介してきた。

本章では，このようなビジュアルテキスト読解ト

レーニングを受けた学生が実際の医療現場でその

成果を発揮することができているのかみていきた

い。ある学生の臨地実習での体験を紹介する。

実際にあった臨地実習エピソード

　ベッド上で伝え歩きをしている患児を受け

持った学生があることに気づいた。「先生，な

いものがあります。くつがない。」受け持ち患

児は，1 歳を過ぎているのに，くつが用意され

ていなかった。看護師（実習指導者）にそのこ

とを相談し，家族にくつを持ってきてもらうよ

う連絡してもらったが，家族がすぐに来られな

い状況の患児だった。

　そこで，学生は，ベッド周囲と床をアルコー

ル消毒して，床にジョイントマットを敷き，歩

行練習をする看護計画を立てた。患児は，ベッ

ド上の生活から床へと視点が変わり，ジョイン

トマットの感触が気になったせいか床に座り込

んでしまい，学生の計画通り実施できなかった。

そのため，学生は看護計画を修正し，ペットボ

トルにビー玉を入れて音の出る手作りおもちゃ

を作った。安全性を確認して，看護師（実習指

導者）に許可をもらい，一人の学生がおもちゃ

で気をひきながら，もう一人の学生が手ひき歩

行を行った。患児もうれしそうに一歩ずつ一歩

ずつ足を踏み出した。はじめはおもちゃに気を

とられていたが，そのうち，学生の声かけに対

して患児が嬉しそうに声を出しながら，一歩一

歩，足を踏み出して歩行練習ができた。

　学生は実際の場面で気づいたことを事前学習

や既存の学習と関連づけてアセスメントし，看

護計画を立て，実施した。また，うまくいかな

かった時にはさらに看護計画をさらに修正して

実施した。

　学生たちはこれまで繰り返し「看図アプロー

チ」・「ものこと原理」を活用した思考の練習をし

てきた。“ あるはずなのにない「もの」” に気づ

いた学生がいたということは，看図アプローチに

よるビジュアルテキスト読解の学習が，実際の場

面においてもいかされるということの証左と言え

るのではないだろうか。

エピソードの共有（カンファレンス）
　筆者（菊原）は，このような気づきや学びを受

け持ち学生だけの体験にするのはもったいないと

思い，大学に戻ってから実習グループメンバー 6

人で共有することを目的に看図アプローチワーク

を行った。（スライド 7 参照）

スライド 7

　このワークでも，ものこと原理を活用し，個人

思考の後，ラウンドロビンを行った。学生たちは，

子どもの身体に占める頭の割合が大きいこと，ハ

イガードでバランスをとっていること等を読み

取った。それらのことから，この子は歩き始めて

間もない頃の年齢であることを推測した。子ども

の発達の特徴だけでなく，子どもの目の前にいる

人や後ろで見守っている人がいることなども外挿

できていた。このような読み解きの後，それぞれ

の学生の物語を作ってもらった。学生が記述した

物語には，子どもの成長発達の特徴を捉える内容

だけでなく，「お母さんありがとう」などの感謝

の言葉も見られた。自分の家族や体験と重ね合わ

せたふり返りをしていた。このワークの後にはボ

ウルビイの愛着理論やエリクソンの発達理論など

についても共有した。実際の実習体験を理論につ

なげられる発展的なカンファレンスとなった。（ス

ライド 8・9 参照）
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スライド 8

スライド 9

Ⅳ．アンケート結果
Ⅳ－ 1　プレ・アンケート（ｎ＝ 33件）
　研修会のアンケートは，携帯端末でＱＲコード

を読み込んでもらい，その場で集計をするという

形で行った（スライド 10 参照）。参加者の中には，

スマートフォン以外の携帯電話をお持ちの方や操

作に不慣れな方もいることに配慮して，紙媒体も

活用した。当日使用したレジュメ資料やアンケー

ト結果などは PDF にして，後日メール配信する

ことを約束した。

スライド 10

　プレ・アンケートの結果は，「看図アプローチ

の名前を聞いたことがある」と答えた人は約半数

を占めたが，「セミナーを受けたことはない」と

いう人が 85.7％であった。初めて看図アプロー

チの研修会に参加した人がほとんどであった。

　また，「看図アプローチを授業で活用したこと

がない」「活用場面がわからない」と答えた人は

81％であった。「看図アプローチの考え方を知っ

ている」という人は約 10％であった（スライド

11 参照）。活用したことのある人は，基礎看護技

術や医療安全，事前学習などに活用しているとい

う回答があった（スライド 12 参照）。

スライド 11

スライド 12

Ⅳ－ 2　ポスト・アンケート
　ポスト・アンケートは，「グループを活用した

授業評価項目」（安永 2019.p.137）の内容とし

た。「ファシリテーターの説明や指示は明確であっ

た」と答えた人は 75.8％，「内容に興味関心を持っ

た」が 84.8％，「理解ができた」「ほぼ理解がで

きた」を合わせると 93.9％だった。「話し合いに

参加した」「ほぼ参加した」と答えた人を合わせ

ると 96.9％だった。「グループの仲間の話し合い

に貢献した」と答えた人は 88％，「グループの仲

間と親しくなった」と答えた人は 88％，「このグ

ループの活動が好き」「このグループでまた話し

合いたい」と思った人は 90.9％だった。（スライ

ド 13・14・15・16 参照）
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スライド 13

スライド 14

スライド 15

スライド 16

　自由記述欄より，記入内容を分類した。

1 
 

【よく理解できたことは何ですか】 1 

 2 

看図アプローチ 全般 看図アプローチが何かがわかった。 

看図アプローチの活用法がすこし理解できた。 

看図アプローチの看護学への使い方。 

看図アプローチの効果が分かった。 

ものこと原理 もの，ことを区別することから始める重要性。 

「もの」と「こと」の考え方。関連付け。 

予測―確認 予測してそれを確認すること。 

状況から予測するために，物事を見る・何をしているか把握するという段階があり，一

一つ明確にすることが重要だとわかった。 

観察したことと知識の関連づけが理解できていると，その絵図が理解できる。 

学生 主体性 学生の主体性が大切。教員のスキルも大切。 

学生に主体的に思考してもらうツールになる。 

事実と思考とを区別させることや，知識の必要性が実感できることで， 

学生の主体的な学びに繋がることを実感しました。ありがとうございます。 

学生が自ら学ぶ力を力にアプローチできる手法だと，感激致しました。 

看図アプローチが他者と学ぶことによる深まりに繋がっていくことがわかった。 

動悸づけ 学生の動機づけにつながること。 

教員 学びの支援 看図を用いる事で，学生の考えを広げる事が出来る。 

学生の学びを支援する。 

発問から考えを引き出す。 

グループ活動 グループ活動の進め方。 
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Ⅴ．考察
　今回の研修会では，看護教員に看図アプロー

チを体験してもらいながら，協同学習を展開し

た。プレ・アンケートでは，初めて看図アプロー

チを体験した看護教員が 86％，活用方法がわか

らないと答えた看護教員が 80％と高率であった。

研修会実施後のポスト・アンケートの結果から，

「グループを活用した授業評価項目」（安永 2019.

p.137）および自由記述の内容により，質問３の

課題理解の深化は，高い割合で得られたことがわ

かった。

　また，質問４：話し合いの参加度，質問 5：仲

間の学びへの貢献度，問 7：参加したグループへ

の愛着，はともに高率であった。関田（2005）

が示す協同学習の定義「互恵的相互依存関係の成

立」「二重の個人責任の明確化」「促進的相互交流

の保障と顕在化」「「協同」の体験的理解の促進」は，

ポスト・アンケートの結果からも実証された。こ

のような研修会に参加される看護教員は，そもそ

も看護教育に対する意識が高いことは予測できた

が，一斉授業型の講義形式では得られない結果だ

と考える。看図アプローチは，協同学習との親和

1 
 

【あまり理解できなかったことは何ですか】 1 

 2 

教育への活用法 教育目標 授業案などの教育目標への落とし方。 

教育活動 実際に自分の領域にどう使用できるのかはゆっくり考えないと分からなかった。 

教育活動の具体的活用，とても関心を持つことができた。 

題材 どのような場面でどういった題材を使うかが難しいと思いました。 

安全を理解する以外にどのように活用するのか。 

教材 学ばせたい根拠にたどり着く教材選び。 

はじめの写真の使い方(授業のはじめに必ず必要なのか)。 

イラストのセレクトについて。 

その他  知識不足だったのでレクチャー内容が十分に理解できてない。 

そもそもの言葉の理解。 

何回かうけたのでよく理解できた。 

1 
 

【その他何なりとご自由に】 1 

 2 

質問 動画の活用 動画の場合は？と疑問が湧きました。 

継続的に学びたい  継続に学習していきたい。 

実際に活用できるように取り組んで行きたいです。 

これを機会に勉強します。 

研究会に参加させて頂きたいです。 

授業に活用したい  自分の担当している授業に取り入れてみたいと強く思いました。 

看図アプローチは，意識はしていなかったが，自分も授業で使っていた。 

また，深く勉強したい。 

その他 楽しかった とても楽しかったです。ぜひ活用できるようになりたいです。 

お疲れさまでした。参加型の進め方だと達成感が得られますね。楽しかったです。 

分かりやすい とてもわかりやすかったです。 

分かりやすいご教授をありがとうございました。 
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性がきわめて高いといえる。

　「みる」は「見る・看る・観る・診る」等々，

普段から医療や看護で使われる用語にも用いられ

ることから，看図アプローチは看護教育によくな

じむといえる。

　ナイチンゲール『看護覚え書』（pp.188-189）

によれば，「正確な観察の習慣，即ち確実な認知

力を身につける方法」として，「見た品物をでき

るだけ多く並べあげて，鉛筆で紙に書き出しそれ

ぞれの正確さを確かめ合う」というエピソードが

紹介されている。さらに，看護師は「正確な観察

の習慣こそが不可欠である」とし，「正確な観察

習慣を身につけないかぎり，どんなに献身的で

あっても看護師としては役に立たない」と述べら

れている。

　学生は，臨床の現場すなわち実習で体験する

様々な現象を漠然と考えるのではなく，看図アプ

ローチの，「もの」と「こと」を「みること」を

通して，客観的にとらえなおし，自分の過去の体

験や既習の学習を関連づけ，外挿することで推測

や根拠づけして発展させていく。

　鹿内は，看図アプローチの動機づけ原理とし

て，曖昧さがあるビジュアルテキスト（絵図や写
真）を使う，身近で意外性のある題材を使う，そ
れぞれ根拠がありそうな選択肢発問を使う，「予
測－確認」のプロセスを入れる，という 4 つの

条件をあげている。そしてこの中の 2 つ以上の

原理を使えたら効果的であるとしている。看図ア

プローチは，「あれ !?」「え !?」と感じるような「認

知」がゆらぐ状況をつくり出し，心を動かす。鹿

内はそれを「脳にスイッチが入る」「脳にスイッ

チを入れる」とも表現している。また，関田（2005）

は，「複数の個人が知識を共有し，分散的に（分

担して）課題を処理する過程で，学習者たちは自

他の学びをモニターし，自らの学びを言語化ある

いは具象化して情報交換を行い，メンバー間の認

知的な差異を統合することで良質な課題解決に至

る機会が増す」と述べている。絵図や写真，実際

の臨床の場面を活用することで，学習者が，より

具体的に自分の思考過程を言語化し，メタ認知が

強化される。さらに，橋本（2015）は，メタ認

知機能の活用を促す学習方略について，「学習者

に求められることは，テキストやその他教材から

直接的に得られる情報に自身で推論や意味づけを

加えながら説明を構築すること。つまり，学習者

は自分の理解状態をモニタリングするとともに，

言い換え，精徹化，疑問の生成などの方略を選択

しながら，自分が納得できるよう説明を作り上げ

ていかねばならない」と述べている。

　協同学習をベースとした看図アプローチは，個

人思考から集団思考へ発展させ，再び個人思考と

なるプロセスを経る。学生の自らの気づき（発見）

を仲間とともに語り合うことで，さらに深め，発

展させていくことができる。看護に必要な観察力

やコミュニケーション力は，仲間との切磋琢磨に

よって培われていく。目黒（2011）は，観察は，

「よく見る」ということではなく，「全身で相手を

感じ取る」ことを意味しており，授業は互いに相

手を感じながら，動いている相互性の場で，「授

業の中で学習者に自分をたくさん表現してもらえ

るような働きかけを工夫する」つまり，「こころ

で感じて動く」ことの大切さを述べている。

　また，藤岡（1994）は，「授業は，人，物，事

が複雑に絡み合った現象で，時間とともに過ぎ

去っていく一過性のものである」とし「教師は学

習を通して学習者に期待される成長，つまり，ね

がいを中心におき，教育の方法として，『認識』

や『価値』の根拠が揺らぐ状況をつくりだす」必

要性を述べている。

　今回，紹介した臨地実習における教師のねがい

は「子どもの安全を守る」と同時に「学生の安全

を守りたい」ということであった。そこで「危険

―予知」につながる看図アプローチを導入した。

その結果，この学年の臨地実習では，ベッド柵の

確認を忘れたり，転落につながるようなインシデ

ントは 1 件も起きていない。さらに，学生の学

びは教師の予想を超えて，子どもを中心とした看

護に反映させていたと考える。このことからも，

看図アプローチは，講義・演習・臨地実習などあ

らゆる場面で活用できるツールであるといえる。
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学習の主体は学生である。しかし，授業の展開に

おいては教師が役割をもつ。教師のねがいを軸に

据え，臨機応変に教材化していくチャレンジも必

要だと考える。

　緒方（2016）は，「学生の主体性を引き出す

マジックは，まず，教師が学生の力を信じる

（believe）強さを持つこと，次の常に効果的な教

育方法に挑戦（challenge）していくこと，学生

と教師が互いに関わること（commit）という 3

つの隠し味（教員の思いと努力）があり協同学習

の実践はそれらをより強く育ててくれる教育方

法」であると述べている。また藤岡（1994）は「教

師は，授業の中で事実をつくり出し，それと格闘

する中で，教師の専門能力を高めるとともに自分

自身についての新しい感じ方，考え方を育て，人

間としても成長していく。授業は教師の自己変革

と人間的成長の場としての働きもある」と述べて

いる。

　したがって，教師は，学生とともに教師の心も

ふるえるような教材を探究し続けることが必要で

あると考える。学生の心のゆらぎと教師自身の心

のゆらぎをタイムリーにキャッチし，学生と教師

の相互性をいかした授業を目指したい。今後も，

看図アプローチ協同学習をキーワードにした教材

研究や授業づくりを継続的に展開し，教師として

人間として成長していきたい。
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